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平成２２年度
第１回利根川水系渇水対策連絡協議会幹事会

（春季定例会）の開催結果について

利根川水系渇水対策連絡協議会幹事会(春季定例会)開催される
今 後 の 対 策 等 に つ い て 確 認

１．開催状況 日時：平成２２年４月２１日（水）１０：００～１１：００
場所：さいたま新都心合同庁舎２号館 １４階災害対策本部室
協議会構成：国土交通省関東地方整備局、経済産業省関東経済産業局、

農林水産省関東農政局、東京都、千葉県、埼玉県、茨城県、
群馬県、栃木県、独立行政法人水資源機構

協議会の目的：利根川水系の渇水時における円滑な水需給の調整を図る。

２．現状と今後の見通し（詳細は、別添概要書参照）
・ダムの貯水状況 利根川上流８ダムでは平年を上回る貯水量（平年比１２７％）

鬼怒川上流３ダムでは平年を上回る貯水量（平年比１０３％）
・積雪の状況 奈良俣ダム地点の積雪深は、平年を上回る４２ｃｍ

（平年比１１１％）
尾瀬沼地点の積雪深は、平年を下回る１７１ｃｍ（平年比９０％）

・今後の見通し 今後、融雪による流況改善が長く続かないことも考えられます。
また、これからは水需要の多い時期になることから、今後の降雨
状況によっては、利根川上流８ダムの貯水量が不足することも想
定されます。

３．今後の対策（詳細は、別添概要書参照）
・ダム等水資源開発施設については、きめ細かな水運用を行っていく。
・必要に応じて、節水協力の要請と取水制限等の機動的な対応を行っていく。
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平成２２年度第１回利根川水系渇水対策連絡協議会幹事会
（春季定例会）の開催結果について（概要）

１．ダムの貯水状況・積雪状況と今後の見通し

首都圏の水ガメである利根川上流８ダムと鬼怒川上流３ダムの４月２０日時点の貯水量は、表の

とおりであり、利根川上流８ダム、鬼怒川上流３ダムともに平年を上回る状況です。

貯水量（貯水率） 平年比 備 考

利根川上流８ダム ４億３，４０７万㎥ １２７％ 平年を上回る

（４月２０日０時） （９４％） （Ｈ４～Ｈ２１平均）

鬼怒川上流３ダム １億６，３６４万㎥ １０３％ 平年を上回る

（４月２０日０時） （９１％） （Ｓ６０～Ｈ２１平均）

今冬の利根川上流域の積雪状況は表のとおりです。

積雪深 累加降雪量 備 考

（平年比）

奈良俣ダム地点 ４２ｃｍ １，１５４ｃｍ 積雪深は平年を上回る

（４月２０日９時） （１１１％） （Ｈ３～Ｈ２１の４月第４半旬末平均）

尾瀬沼地点 １７１ｃｍ 欠測 積雪深は平年を下回る

（４月２０日９時） （９０％） （Ｓ２９～Ｈ２１の４月第４半旬末平均値）

平成２２年１月から３月までの降水量は表のとおりです。

累加降水量 平年比 備 考

利根川栗橋上流域 平年を上回る

（１月から３月） ２２０ｍｍ 約１４１％ （Ｓ２３～Ｈ２１平均）

鬼怒川佐貫上流域 平年を下回る
（１月から３月） １６７ｍｍ 約９５％ （Ｓ４７～Ｈ２１平均）

利根川上流５ダム（矢木沢、奈良俣、藤原、相俣、薗原）は、毎年４月から５月にかけて、降雨

と融雪水により貯水量を大きく回復する時期となっており、例年では、５月の中旬にほぼ満水とな

ります。今年は２月下旬からの暖冬の影響により６ダム（５ダム＋草木）では４月１６日に満水に

なりましたが、今後融雪による流況改善が長く続かないことも考えられます。

また、これからは水需要の多い時期になることから、今後の降雨状況によっては、利根川上流８

ダムの貯水量が不足することも想定されます。

２．今後の対策
①今後、本年の利根川上流域の積雪状況や降雨、農業用水や都市用水の水利用を十分考慮して、既存
施設等を広域的かつ効果的に活用し、きめ細かい運用を行っていきます。

このため、上流ダム群の貯水量の状況や融雪状況等の情報提供を引き続き、積極的に行っていきま

す。

②利根川渇水対策連絡協議会としては、首都圏の水需要にかんがみ、必要に応じ幅広い広報活動を通

じて節水の協力を要請していくとともに、取水制限等の調整が必要になった場合には、機動的な対

応を行っていきます。

※ ダムの貯水量及び貯水率の情報を、電話応答サービスにより、リアルタイムに提供しています。
どうぞご利用下さい。

・利根川上流８ダム 電話番号 027－255－5692

・鬼怒川上流３ダム 五十里ダム 電話番号 0288－78－0440

川治ダム 電話番号 0288－78－0908

川俣ダム 電話番号 0288－96－0288

・二瀬ダム 電話番号 0494－55－0116

※ ホームペ－ジでもダムの情報をお届けしています。

http://www.ktr.mlit.go.jp/river/shihon/index00000010.html（首都圏の水資源情報 他）
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平成２２年度第１回利根川水系渇水対策
連絡協議会幹事会（春季定例会）資料

利根川上流ダム群等の現況と今後の対策（案）について

下久保ダム(平成２２年４月１５日撮影）

平成２２年４月２１日

関 東 地 方 整 備 局



１．利根川上流ダム群等の現況

１）利根川水系

（１）降水量
平成２１年の利根川栗橋上流域の降水量は、１月下旬の降雨により月間降水量が８６㎜（平年４３㎜）

と統計期間（S23～H20）で２番目に多い降水量となりましたが、９月は月降水量が３５mm（平年２０８
mm）と統計期間で最も少ない降水量となりました。年間平均は１，２３３㎜で平年より少ない降水量と
なりました。

平成２２年は、１月は平年を下回りましたが、２月、３月は平年を大きく上回り、３月については月
間降水量が１１９mm（平年６６mm）と統計期間で２番目に多い降水量となりました。１月から３月の累
加降水量は２２０㎜（平年１月～３月までの累加１５６㎜）と平年の約１４１％となっています。 ４
月の月降水量は、１９日までで８５mmとなっています。（図－１、表－１参照）

図－１

表－１ 利根川栗橋上流域平均降水量
単位(㎜)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 摘 要
昭和62年 22 33 62 14 89 91 204 186 252 73 39 26 1,091 利根川夏渇水

平成２年 31 66 71 119 58 74 118 193 326 143 183 31 1,413 〃

平成６年 27 50 52 23 139 107 104 153 346 87 26 29 1,143 〃

平成８年 26 35 68 47 98 117 155 78 217 80 55 23 999 利根川冬夏渇水

平成９年 33 33 59 74 179 173 170 167 206 14 94 20 1,222 利根川冬渇水

平成13年 79 35 75 23 136 176 116 366 321 173 46 23 1,569 利根川夏渇水

平成21年 86 36 67 108 88 135 198 175 35 155 96 54 1,233
平年 44 46 66 89 118 176 197 209 208 124 59 38 1,374
(S23-H21)
平成22年 29 72 119 85 305
平年比(%） 66 157 180 96 22

平成２２年４月１９日まで
※． 利根川取水制限実施月（一時緩和含む）
※．栗橋上流域面積 8,588㎞
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（２） 奈良俣ダム地点及び尾瀬沼地点の積雪状況
利根川上流域の降雪状況は、奈良俣ダム地点及び尾瀬沼地点において１月中は平年を上回る積雪深で

あったものの、それ以降においては平年を下回っています。今期の最大積雪深は奈良俣ダム地点で平年
並みの２２０㎝、尾瀬沼地点で２６９㎝と平年より少ない状況となっております。

平成２２年４月２０日９時現在の奈良俣ダム地点の積雪深は42㎝（平年の111％）、尾瀬沼地点では17
1㎝（平年の90％）となっています。（表－２、図－２参照）

表－２ 奈良俣ダム地点及び尾瀬沼地点の積雪深・累加降雪量図
観測所名 時 点 日降雪量 積雪深 今期最大積雪 累加降雪量
奈良俣 平成22年4月20日9時現在 0㎝ 42㎝ 220㎝(2月7日) 1,154㎝
ダム地点 H 3～H21の4月第4半旬末平均値 38㎝ 1,175㎝
尾瀬沼 平成22年4月20日9時現在 0㎝ 171㎝ 269cm(2月7日) 欠測
地点 S29～H21の4月第4半旬末平均値 191㎝ 1,377㎝

図－２ 奈良俣ダム地点及び尾瀬沼地点の積雪深・累加降雪量図

平成２２年４月２０日９時現在 ※過去のデータは半旬末の値
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（３）各観測所の積雪深の状況 図－３ 積雪観測所位置図
奥利根流域の降雪は、ほぼ平年並みでしたが、

早い融雪となっています。
標高の低い観測所では、消雪箇所が多くなってお

り、平年をやや下回る積雪深となっております。
（図－３、図－４参照）

図－４ 各観測所の積雪深状況
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（４）利根川上流ダム群の貯水状況
平成２１年の利根川上流ダム群は、暖冬のため平年より約1.5ヶ月も早く２月上旬から融雪が始まり、

貯水量の回復に努めた結果、４月１６日に６ダム（矢木沢、奈良俣、藤原、相俣、薗原、草木）は満水
となりました。その後は、５～６月の少雨の影響から補給が続き、６月１３日には８ダムで夏期制限容
量を下回り、渇水となった平成８年と同様に貯水容量が減少しました。

７～８月は断続的な降雨によりほぼ平年並の貯水量を維持してきましたが、９月の記録的な少雨によ
り補給となり貯水量が低下しました。１０月に入り台風１８号の降雨により貯水量が回復し、その後貯
留に努めた結果１２月下旬には平年値を上回る貯水量となりました。

平成２２年に入り、貯水量はほぼ平年並を維持しておりましたが、２月下旬以降気温の高い日が続い
たことにより、一部融雪が始まったことから下流の河川流量を確保しつつ、貯水量の回復に努めた結果、
４月１６日に６ダム（矢木沢、奈良俣、藤原、相俣、薗原、草木）は満水となりました。

平成２２年４月２０日０時現在の貯水量は、４億３，４０７万ｍ3（常時満水容量４億６，１６３万
ｍ3に対して９４％、平年の貯水量３億４，１５５万ｍ3に対して１２７％）と、平年を上回っています。
（表－３、図－５参照）

表－３ 利根川上流８ダム貯水量
平成２２年４月２０日０時現在

ダ ム 名 有 効 容 量 貯 水 量 貯 水 率 前日補給量 平 年 比
（万ｍ3） （万ｍ3） （％） （万ｍ3/日 （％）

矢木沢ダム １１，５５０ １１，３６８ ９８ １４ １５５
奈良俣ダム ８，５００ ８，４２１ ９９ －８ １２６
藤原ダム ３，１０１ ２，８７４ ９３ ３２ １３２
相俣ダム ２，０００ １，９００ ９５ ９ １０９
薗原ダム １，３２２ １，１８２ ８９ ３１ １２２
下久保ダム １２，０００ １１，２４４ ９４ －５７ １２８
草木ダム ５，０５０ ４，９１５ ９７ －２５ １０９
渡良瀬貯水池 ２，６４０ １，５０３ ５７ －８７ ７８
８ダム合計 ４６，１６３ ４３，４０７ ９４ －９１ １２７

１．有効容量は、常時満水容量。
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（プラスの場合はダムの集水区域からダム

へ流入してくる水より、ダムから放流する量が多い）
図－５

利  根  川  上  流  ８  ダ  ム  貯  水  容  量  図
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（５）渡良瀬貯水池の現状
渡良瀬貯水池は水質改善等のため、平成９年から利根川の流況を見ながら「干し上げ」を行っていま

す。今年も１月４日より補給も兼ねつつ水位を下げ干し上げを実施しました。平成２２年４月２０日０
時現在の貯水量は、１，５０３万ｍ3、常時満水容量２，６４０万ｍ3に対して５７％、平年の貯水量１，
９２７万ｍ3に対して７８％と平年を下回っています。（図－６参照）

図－６
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２）鬼怒川水系

（１）降水量
平成２１年の鬼怒川佐貫上流域平均降水量は、１月は月間降水量が９２㎜（平年４８㎜）で統計期間

（S47～H20）で４番目に多い降水量でしたが、５月は統計期間で５番目、９月は最も少ない降水量でし
た。１０～１２月は平年を上回りましたが、年間降水量は１，４３０㎜で平年より少ない降水量となり
ました。

平成２２年は、１月は平年を下回りましたが、２月、３月はほぼ平年並となっています。１月から３
月の累加降水量は１６７㎜（平年１月～３月までの累加１７５㎜）と平年の約９５％となっています。

４月の月降水量は、１９日までで６８mmとなっています。（図－７、表－４参照）

図－７

表－４ 鬼怒川佐貫上流域平均降水量
単位(㎜)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計
昭和６２年 21 34 127 21 121 134 186 156 321 121 38 21 1,301
平成２年 35 89 79 164 53 111 109 338 394 195 220 66 1,853
平成６年 15 118 77 21 126 103 159 218 551 122 25 48 1,583
平成８年 46 69 79 67 113 103 176 109 211 66 65 36 1,140
平成９年 46 55 74 52 145 272 234 114 274 17 215 27 1,525
平成１３年 56 13 34 13 116 185 147 484 610 225 62 35 1,980
平成２１年 92 46 68 117 69 124 217 252 24 247 113 61 1,430
平年(S47－H21) 50 52 73 104 122 176 223 282 270 145 90 41 1,628
平成２２年 30 55 82 68 235
平年比(％) 60 106 112 65 14

平成２２年４月１９日まで
※．鬼怒川佐貫上流域面積 940㎞
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（２）鬼怒川上流ダム群の貯水状況
平成２１年の鬼怒川上流３ダムの貯水量は、１～３月まではほぼ平年並みの貯水量で推移しましたが、

５～６月の少雨に伴い補給が続き、７月２４日の貯水量は約６，８２０万ｍ3まで低下しました。その
後の降雨により、貯水量の回復に努めた結果８月中旬にはほぼ平年並まで回復しました。

平成２２年に入ってからは、１月の降水量は少なかったものの２～３月は平年並だったため、貯水量
の回復に努めました。

平成２２年４月２０日０時現在の貯水量は、１億６，３６４万ｍ3（常時満水容量１億８，０３４万
ｍ3に対して９１％、平年の貯水量１億５，９１８万ｍ3に対して１０３％）と、平年を上回っています。
（表－５、図－８参照）

表－５ 鬼怒川上流３ダム貯水量
平成２２年４月２０日０時現現在

ダム名 有効容量 貯 水 量 貯水率 前日補給量 平年比 適 用
（万ｍ3） （万ｍ3） （％） (万ｍ3/日) （％）

五十里ダム ３，１２３ ２，７９１ ８９ １９ １００
川俣ダム ７，３１１ ７，１６６ ９８ １ １００
川治ダム ７，６００ ６，４０７ ８４ －１８ １０７
３ダム合計 １８，０３４ １６，３６４ ９１ ２ １０３
１．有効容量は、常時満水容量。
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（プラスの場合はダムの集水区域からダム

へ流入してくる水より、ダムから放流する量が多い）
図－８
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３）荒川水系

（１）降水量
平成２１年の荒川秋ヶ瀬上流域の降水量は、１月・５月・１０～１２月で平年値を上回ったものの、

その他の期間で平年値を下回り特に９月は３７mmとなり、統計期間（S40～H20）で一番少ない状況とな
っています。

平成２２年は、１月の月降水量は４㎜と平年を大きく下回り、統計期間で６番目に少ない記録となり
ました。２～３月は平年を上回り、それぞれ６４㎜、１５１㎜となりました。１月から３月の累加降水
量は２１９㎜（平年１月～３月までの累加１４１㎜）と平年の約１５５％となっています。

４月の月降水量は、１９日までで８４mmとなっています。（図－９、表－６参照）

図－９

表－６ 荒川秋ヶ瀬上流域平均降水量
単位(㎜)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計
昭和６２年 16 29 66 8 66 88 146 103 280 91 46 36 975
平成２年 22 67 83 138 48 55 77 228 473 134 301 31 1,657
平成６年 42 44 64 25 111 103 152 142 344 119 21 24 1,191
平成８年 1 22 55 62 80 47 204 32 314 74 57 17 965
平成９年 21 13 57 70 187 168 148 72 204 7 87 21 1,055
平成１３年 98 17 98 30 179 120 69 279 444 247 67 9 1,657
平成２１年 98 24 62 77 138 141 114 161 37 210 90 42 1,194
平年(S40－H21) 36 38 67 97 114 158 185 218 229 145 61 29 1,377
平成２２年 4 64 151 84 303
平年比(％) 11 168 225 87 22

平成２２年４月１９日まで
※．荒川秋ヶ瀬上流域面積 2,021㎞
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（２）荒川ダム群の貯水状況
平成２１年の荒川３ダムは、２月の少雨の影響で貯水量は平年を下回っていましたが、３月よりほぼ

平年並の貯水量で推移しました。少雨の影響により８月中旬から９月末まで下流部の水利用に対して継
続的な補給を行ったため、９月３０日には貯水量が２，８０２万ｍ3（３ダム）まで低下し、３ダムと
なった平成１２年以降最低となりました。その後まとまった降雨もあり徐々に貯水量は回復し、１２月
にはほぼ平年並まで回復しています。

平成２２年に入り、３月の降水量が平年を大きく上回ったことから貯水量の回復に努め、平成２２年
４月２０日９時現在の貯水量は、７，３０７万ｍ3（常時満水容量１４，４２０万ｍ3に対して５１％、
平年の貯水量６，６１２万ｍ3に対して１１１％）と平年を上回っています。

（表－７、図－１０、１１参照）

表－７ 荒川４ダム貯水量
平成２２年４月２０日９時現在

ダ ム 名 有 効 容 量 貯 水 量 貯 水 率 前日補給量 平 年 比
（万ｍ3） （万ｍ3） （％） （万ｍ3/日） （％）

二瀬ダム ２，０００ １，７３０ ８７ －６ １１８
滝沢ダム ５，８００ １，２１０ ２１ －１ ―
浦山ダム ５，６００ ３，３４７ ６０ －１７ ８０
荒川貯水池 １，０２０ １，０２０ １００ ０ １０５

４ダム合計 １４，４２０ ７，３０７ ５１ －２４ １１１

１．有効容量は、常時満水容量。
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（プラスの場合はダムの集水区域からダム

へ流入してくる水より、ダムから放流する量が多い）
４．平年比は、過去の平均貯水量に対する割合。４ダム合計の平年比は、二瀬ダム、浦山ダム、荒川

貯水池の平年貯水量の合計に対する割合。
図－１０

図－１１

荒  川  ３  ダ  ム  貯  水  容  量  図 （ 二 瀬 ダ ム 、 浦 山 ダ ム 、 荒 川 調 節 池 ）
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４）多摩川水系

（１）降水量
平成２１年の小河内ダム上流域の降水量は、年間の降水量は１，３６９㎜となっています。
平成２２年に入ると、１月の月降水量は１１㎜と平年を大きく下回りました。２～３月は平年を上回

り、それぞれ８７㎜、１８１㎜となりました。１月から３月の累加降水量は２８０㎜（平年１月～３月
までの累加１９１㎜）と平年の約１４６％となっています。

４月の月降水量は、１９日までで１０４mmとなっています。（図－１２、表－８参照）

図－１２

表－８ 多摩川小河内ダム上流域降水量
単位(㎜)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計
平成２１年 99 59 72 93 183 158 113 151 48 211 125 56 1,369
平年(T14－H21) 45 56 90 111 123 181 213 252 248 170 78 44 1,611
平成２２年 11 87 181 104 384
平年比(％) 24 156 202 94

平成２２年４月１９日まで
※.端数処理の関係で、各月の和と合計値は一致しないことがあります。
※．小河内上流域面積 262㎞
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（２）小河内ダムの貯水状況
４月２０日７時現在の貯水量は、１億５，９５２万ｍ3 、貯水率８６％、平年比１１４％と平年を上

回っています。（図－１３参照）

図－１３
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２．今後の見通し及び対策（案）

（１）見通し
①．平成２２年４月１６日発表の気象庁の１か月予報によると、４月１７日から５月１６日の関東甲

信地方の降水量については、「多い」となっており、３月２５日発表の気象庁の３か月予報による
と、降水量は、５月「平年並」、６月は「少ない」となっています。

１か月予報（平成２２年４月１６日発表）

３か月予報（平成２２年３月２５日発表）

②．利根川上流５ダム（矢木沢、奈良俣、藤原、相俣、薗原）は、毎年４月から５月にかけて、降雨
と融雪水により貯水量を大きく回復する時期となっており、例年では５月の中旬にほぼ満水となり
ます。今年は２月下旬からの暖冬の影響により６ダム（５ダム＋草木）では４月１６日に満水にな
りましが、今後融雪による流況改善が長く続かないことも考えられます。

また、これからは水需要の多い時期になることから、今後の降雨状況によっては、利根川上流８
ダムの貯水量が不足することも想定されます。

③．鬼怒川上流３ダムの貯水量は平年を若干上回る貯水量となっており、今後下流の農業用水等水需
要に対して必要な水量を確保するためダムからの補給を行っていきますが、降雨状況によっては、
貯水量が不足することも考えられます。

（２）対 策（案）
①［利根川水系における上流ダム群の貯水量の確保］

今後、本年の利根川上流域の融雪状況や降雨、農業用水や都市用水の水利用を十分考慮して、既
存施設等を広域的かつ効果的に活用し、きめ細かい運用を行っていきます。

また、上流ダム群の貯水量の状況や積雪状況等の情報提供を引き続き、積極的に行っていきます。

②［利根川水系渇水対策連絡協議会の取り組み］
利根川渇水対策連絡協議会としては、首都圏の水需要をかんがみ、必要に応じ幅広い広報活動を

通じて節水の協力を要請していくとともに、取水制限等の調整が必要になった場合には、機動的に
行っていきます。
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